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2.3 Check(点検､評価)段階における有益な情報 
2.3.1 対策の実施状況の確認 

 
アクションプランとして策定した場合には、行政側の施策を中心に、協議会あるいは従来

計画の枠組みで進捗管理を行っている場合が多い。一方、マスタープランとして策定した場

合には、既存計画の枠組みにおいて従来どおり進行管理を行っているケースが多い。 
また、住民側の実施状況については、行政側からのチェックではなく、参画しているＮＰ

Ｏや住民団体等が目標を自身で設定し、自己評価を行った結果を協議会で持ち寄り、短期計

画の見直しやＮＰＯ同士の連携・役割分担の議論に役立てているケースもある。 

 
＜解説＞ 
 

(1) 実施状況の確認事例 

とやま２１世紀水ビジョンでは、策定から 15 年間にわたり図 2-32 に示す内容で毎年度評

価を行っています。 
また、やまぐちの豊かな流域づくり構想（椹野川モデル）でも毎年度、海老川流域水循環

系再生第二次行動計画では見直し年次において、実施状況の確認を行っています。 

 

図 2-32 毎年度開催している会議の次第事例(とやま２１世紀水ビジョン推進会議より引用) 
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表 2-11 取組状況の確認事例(やまぐちの豊かな流域づくり構想(椹野川モデル)会議資料) 
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表 2-12 実施状況確認表(海老川流域水循環系再生第二次行動計画参考資料編より引用) 

 
 

 
(民間による建築確認の普及で、宅内雨水浸透マスの設置状況が把握しづらい状況となっている) 

図 2-33 実施状況分析図(海老川流域水循環系再生第二次行動計画参考資料編より引用) 


